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  カモミールにふっくらとやわらかい肌に導く効果を発見 

ノエビアは、キク科植物に肌のハリや弾力に影響を与える成分グリコサミノグ

リカンの産生促進効果があることを発見しました。来春、この研究成果を応用

した商品を発売する予定です。 
                            日本生薬学会第 55 回年会にて発表 

 

株式会社ノエビア（最高執行責任者：大倉 俊
たかし

）は、キク科シカギク属の「ジャーマンカモミール」の

エキスを用いて、肌に対する作用について研究を進めてきました。その結果、「ジャーマンカモミール」

は肌において保水、ハリや弾力に関わる真皮の基質成分グリコサミノグリカンの産生を促進させる効果

があることを見出しました。また、キク科ローマカミツレ属の「ローマンカモミール」はグリコサミノ

グリカンを分解する酵素ヒアルロニダーゼの活性を抑制する効果があることがわかりました。この研究

成果を 2008 年 9 月 19 日に長崎大学（長崎市）で行われる「日本生薬学会第 55 回年会」にて発表します。

また、この成果を来春発売の商品に応用する予定です。 

 

【ジャーマンカモミールとローマンカモミールとは】 

民間療法として古くから用いられており、お茶や精油などと

しても使用されています。白い花と黄色い花芯を持ち、羽根

状の葉をしていて、同じような形状をしています。しかし、

含まれている成分は異なっていることから、肌に対する作用

も異なるのではないかと考え研究を進めました。 
 

【研究の背景】 

真皮は線維芽細胞、コラーゲン、エラスチン、そしてその間

を埋めるグリコサミノグリカンなどから構成されています。

グリコサミノグリカンは水を抱え込むことで肌にふっくら

としたハリと弾力を与える役割を担っています。しかし、年

齢とともにグリコサミノグリカンの量は減少し、加齢ととも

に肌が硬くなる原因のひとつであると考えられます。そこで

グリコサミノグリカンの産生を促進させることで、ふっくら

としたやわらかい肌に導くことが出来ると考えました。 
 

【研究の成果】                                                     
グリコサミノグリカンの産生量を調べたところ、「ジャーマン

カモミール」エキス添加により、顕著に増大することがわか

りました。また、「ローマンカモミール」はグリコサミノグリ

カンを分解する酵素ヒアルロニダーゼの活性を顕著に抑制す

ることがわかりました。 
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